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投
　
稿
　
規
　
定

一
、
一
般
の
投
稿
を
歓
迎
す
る
。

一
、�

投
稿
の
締
切
期
日
は
、
と
く
に
設
け
な
い
。
た
だ
し
、
毎
年
十
一

月
三
十
日
現
在
ま
で
の
原
稿
を
、
当
年
度
の
編
集
に
あ
て
る
。

一
、�

論
文
の
分
量
は
、
原
則
と
し
て
、
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
五
十
枚
以

内
と
す
る
。

一
、�

図
版
ま
た
は
特
殊
文
字
の
使
用
は
、
最
小
限
度
に
と
ど
め
る
こ
と

と
す
る
。

一
、�

投
稿
さ
れ
た
原
稿
は
、
編
集
委
員
会
に
よ
る
査
読
を
経
て
、
採
否

を
決
定
す
る
。
採
用
に
あ
た
っ
て
、
原
稿
の
修
正
を
求
め
る
こ
と

も
あ
る
。

一
、
原
稿
は
、
原
則
と
し
て
返
却
し
な
い
。

一
、
送
り
先
は

　
　�「
〒
五
五
八

│

八
五
八
五
　
大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三

│

三

│

一
三
八

大
阪
公
立
大
学
　
国
語
国
文
学
研
究
室
　
文
学
史
研
究
会
」
あ
て

と
す
る
。

　
　�

な
お
査
読
結
果
は
基
本
的
に
メ
ー
ル
で
通
知
す
る
の
で
、
連
絡
を

希
望
す
る
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
明
記
す
る
こ
と
。

一
、�

論
文
掲
載
の
場
合
は
、
印
刷
費
に
つ
い
て
応
分
の
負
担
を
お
願
い

す
る
（
執
筆
者
受
け
取
り
分
も
含
む
）。

一
、�

本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
等
の
著
作
権
は
著
者
に
帰
属
す
る
も
の

と
す
る
。
た
だ
し
、
本
会
は
、
本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
等
を
電

子
化
公
開
す
る
権
利
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。
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―
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堀
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